
議案第１２号 

 
 
 

令和元年度中央市一般会計補正予算（第５号） 

 
 
 令和元年度中央市一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 
第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２９，２６９千円を減額し、歳入歳出予 
 
算の総額を歳入歳出それぞれ１６，０１１，３８７千円とする。 

 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
 
（継続費の補正） 

 

第２条 継続費の変更は、「第２表 継続費補正」による。 
 

（繰越明許費の補正） 
 

第３条 繰越明許費の追加は、「第３表 繰越明許費補正」による。 
 
（地方債の補正） 

 
第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。 
 











第２表 継続費補正 

 

変 更 

 

 

第３表 繰越明許費補正 
 

追 加 

 
 

 
 

 

 

 

 

款 項 事業名 

補 正 前 補 正 後 

総 額 

（千円） 

年

度 

年割額 

（千円） 

総 額 

（千円） 

年

度 

年割額 

（千円） 

10 

教育費 

 

３ 

中学校費 

 

中 学 校 語 学 

研 修 事 業 
9,000 

令
和
元
年
度 

4,500 

4,950 

令
和
元
年
度 

4,500 

令
和
２
年
度 

4,500 

令
和
２
年
度 

450 

款 項 事   業   名 
金 額 

（千円） 

６ 農林水産業費 １ 農  業  費 土地改良施設等基盤整備事業 100,194 

７ 商  工  費 １ 商  工  費 産業立地助成事業 28,779 

８ 土   木   費 ２ 道 路 橋 梁 費 一般道路橋梁新設改良事業 21,286 

  ４ 都 市 計 画 費 公園管理費 24,090 

    中央市道玉穂中央通り線整備事業 373,979 

合         計 548,328 



第４表 地方債補正 

 
１ 追 加 

 

 
２ 変 更 
 

起債の目的 

補     正     前 補     正     後 

限度額 

（千円） 

起債

の 

方法 

利 率 
償還の 

方  法 

限度額 

（千円） 

起債

の 

方法 

利 率 
償還の 

方 法 

公 共 事 業 等 債 95,000 

普通 

貸借 

5.0％

以内(た

だし、利

率 見 直

し 方 式

で 借 り

入 れ る

資 金 に

ついて、

利 率 の

見 直 し

を 行 っ

た 後 に

お い て

は、当該

見 直 し

後 の 利

率) 

政 府 資 金

については、

その融資条

件により、銀

行その他の

場合には、そ

の債権者と

協議する。 

ただし、財

政その他の

都合により、

据置期間及

び償還期間

を短縮し、若

しくは、繰上

償還又は低

利に借換え

することが

できる。 

114,000 

普通 

貸借 

5.0％

以内(た

だし、利

率 見 直

し 方 式

で 借 り

入 れ る

資 金 に

ついて、

利 率 の

見 直 し

を 行 っ

た 後 に

お い て

は、当該

見 直 し

後 の 利

率) 

政 府 資金

については、

その融資条

件により、銀

行その他の

場合には、そ

の債権者と

協議する。 

ただし、財

政その他の

都合により、

据置期間及

び償還期間

を短縮し、若

しくは、繰上

償還又は低

利に借換え

することが

できる。 

合併特例事業債 1,106,800 1,096,500 

地 方 道 路 等 

整 備 事 業 債 
262,300 248,300 

市町村振興資金 295,000 354,000 

 

 

起債の目的 
限度額 

（千円） 

起債

の 

方法 

利  率 償 還 の 方 法 

一 般 補 助 施 設 

整 備 等 事 業 債 
11,200 

普通 

貸借 

5.0％以内(ただし

、利率見直し方式で

借り入れる資金につ

いて、利率の見直し

を行った後において

は、当該見直し後の

利率) 

政府資金については、その融資条件に

より、銀行その他の場合には、その債権

者と協議する。 

ただし、財政その他の都合により、据

置期間及び償還期間を短縮し、若しくは

、繰上償還又は低利に借換えすることが

できる。 合  計 11,200 





議案第１３号 

 
 
 

令和元年度中央市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 
 
 令和元年度中央市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２０，１７５千円を追加し、歳入歳出予 
 
算の総額を歳入歳出それぞれ３，２３２，０４６千円とする。 

 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 
 













議案第１４号 

 
 
 

令和元年度中央市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 
 
 令和元年度中央市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，８９２千円を追加し、歳入歳出予算の 
 
 総額を歳入歳出それぞれ２８３，５３２千円とする。 
 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 













議案第１５号 

 
 
 

令和元年度中央市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 
 
 令和元年度中央市介護保険特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，７５６千円を追加し、歳入歳出予算の 
 
 総額を歳入歳出それぞれ２，１０１，７９６千円とする。 
 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 













議案第１６号 

 
 
 

令和元年度中央市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 
 
 
 令和元年度中央市下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３５，０７２千円を減額し、歳入歳出予 
 
 算の総額を歳入歳出それぞれ１，２１４，５２９千円とする。 
 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 
（地方債の補正） 

 

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 
 











第２表 地方債補正 
 
変 更 
 

起債の目的 

補     正     前 補     正     後 

限度額 
（千円） 

起債

の 
方法 

利 率 
償還の 
方  法 

限度額 
（千円） 

起債

の 
方法 

利 率 
償還の 
方 法 

公 共 下 水 道 
整 備 事 業 債 196,900  

普通 

貸借 

5.0％以

内(ただし、

利 率 見 直

し 方 式 で

借 り 入 れ

る 資 金 に

ついて、利

率 の 見 直

し を 行 っ

た 後 に お

いては、当

該 見 直 し

後の利率) 

政府資金に

ついては、その

融資条件によ

り、銀行その他

の場合には、そ

の債権者と協

議する。 

ただし、財政

その他の都合

により、据置期

間及び償還期

間を短縮し、若

しくは、繰上償

還又は低利に

借換えするこ

とができる。 

164,800 

普通 

貸借 

5.0％以

内(ただし、

利 率 見 直

し 方 式 で

借 り 入 れ

る 資 金 に

ついて、利

率 の 見 直

し を 行 っ

た 後 に お

いては、当

該 見 直 し

後の利率) 

政府資金に

ついては、その

融資条件によ

り、銀行その他

の場合には、そ

の債権者と協

議する。 

ただし、財政

その他の都合

により、据置期

間及び償還期

間を短縮し、若

しくは、繰上償

還又は低利に

借換えするこ

とができる。 
流 域 下 水 道 
整 備 事 業 債 18,700  15,500  

 

 


